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ソニー株式会社 

株式会社ソニー・ミュージックレーベルズ 

  

あの感動をふたたび。 

今年も銀座の中心で、煌めく星々に包まれる 
 

サウンド・プラネタリウム 2014 

～ハイレゾ音楽で体験する神秘的な月への旅～ 
 

2014 年 11 月 7 日（金）～2014 年 12 月 25 日（木）  東京・銀座 ソニービル 8 階 OPUS ※入場無料 

 

東京・銀座 ソニービル 8 階 コミュニケーションゾーン OPUS（オーパス）では、昨年開催し、大変好評いただいた

「サウンド・プラネタリウム」の第二弾として、“月への旅”をテーマに、「サウンド・プラネタリウム 2014」を、2014 年 11 月

7 日（金）～12 月 25 日（木）の期間にて開催いたします。 

 

本イベントでは、プラネタリウム・クリエーターの大平貴之氏が開発した、普段

肉眼で見ることのできない 1000 万個の星を映し出すことのできる光学式プラネタ

リウム投影機「MEGASTAR-Ⅱ」を使用し、無数の星々が煌めく世界を再現しま

す。また、神秘的な月・星の広がる宇宙へのナビゲーターとして、デビュー30 周

年＆ソロデビュー20 周年を迎えた藤井フミヤが皆様をご案内いたします。 

 

今回は 4 台のソニー製プロジェクターを使用し、客席正面だけでなく、天井に

も CG 映像を投写することにより、月へと旅立つスピード感や宇宙での浮遊感な

ども演出します。4 台の内 1 台には魚眼レンズをつけ、より宇宙空間の広がりを

感じさせる映像に仕上げる工夫を加えています。 

さらに、煌めく星空の世界にあわせて選ばれたハイレゾリューション・オーディオ（以下、ハイレゾ）音源*1 を、スピー

カーの最上位機種であるリファレンスモデル“R” シリーズ「SS-AR1」2 台とマルチチャンネルインテグレートアンプ

「TA-DA5800ES」で再生、プラネタリウム映像との美しいハーモニーで神秘的な月への旅をお楽しみ頂けます。 

 

サウンド・プラネタリウムを体験いただく際に再生する楽曲は、L’Arc～en～Ciel の「READY STEADY GO」、ユニコ

ーンの「Feel So Moon （映画“宇宙兄弟＃0”テーマ曲）」、マイケル・ジャクソンの最新ヒット曲「Love Never Felt So 

Good」、平井堅の最新楽曲等に加え、本イベントのナビゲーター、藤井フミヤの最新ライブアルバム「FUMIYA FUJII 

SYMPHONIC CONCERT」から不朽の名曲「Another Orion」、「夜明けのブレス」の計 6 曲。この藤井フミヤの最新にし

て初のライブアルバムは、日本センチュリー交響楽団の華麗なオーケストラとの競演による珠玉のコンサートをハイレ

ゾで収録したものです。 

地球から一番近い天体である月に向かう高揚感をのせた旅立ちの曲、月から地球を眺めながら聴く曲、煌めく音楽

が溢れる地球に帰還するクライマックス曲（オーケストラ演奏）の 3 曲構成のストーリー仕立てで上演します。イベント

期間を前半と後半にわけて、3 曲ずつ違う楽曲での演出となる予定です。 

 

通常のプラネタリウムとは一味違う演出とともに、美しく迫力のあるハイレゾ音源をお楽しみいただける内容となって

おります。是非この機会に、ソニービル 8 階 OPUS へお立ち寄りください。 
 

*1 ハイレゾリューション・オーディオ音源とは、一般に CD（44.1kHz/16bit）、および DAT（48kHz/16bit）を超える情報量（サンプリング 周波数、もしく

は、ビット数のいずれかにおいて）を持つ、PCM や DSD フォーマットの音源を指します。 

 

【イベント概要】 
期間 ： 11 月 7 日（金）～12 月 25 日（木） 
会場 ： 東京・銀座 ソニービル 8 階 コミュニケーションゾーン OPUS 
     （オーパス） 

（東京都中央区銀座 5-3-1 http://www.sonybuilding.jp/access/） 
時間 ： 11:00～19:00  ※入場無料・入退場自由 
詳しくはこちら ： http://www.sonybuilding.jp/eventspace/opus/soundopus2014/ 
藤井フミヤオフィシャルサイト：http://www.fumiyafujii.net/top.html 

http://www.sonybuilding.jp/access/
http://www.sonybuilding.jp/eventspace/opus/soundopus2014/
http://www.fumiyafujii.net/top.html


TA-DA5800ES 

SS-AR1 

 

【上演楽曲】 

■イベント前半期間 【11 月 7 日（金）～11 月 30 日（日）】 上演楽曲 

・L’Arc～en～Ciel アルバム“SMILE”より「READY STEADY GO」 

・マイケル・ジャクソン 最新アルバム“XSCAPE（エスケイプ）”より「Love Never Felt So Good」 

・藤井フミヤ 最新ライブアルバム“FUMIYA FUJII SYMPHONIC CONCERT”より「Another Orion」 

 

■イベント後半期間 【12 月 1 日（月）～12 月 25 日（木）】 上演楽曲 

・ユニコーン アルバム“イーガジャケジョロ”より「Feel So Moon（映画“宇宙兄弟＃0”テーマ曲）」 

・平井堅 「最新楽曲」 

・藤井フミヤ 最新ライブアルバム “FUMIYA FUJII SYMPHONIC CONCERT”より 

「夜明けのブレス」 

 

※約 15 分の映像を繰り返し、上演いたします。 

※上演内容/時間など、予告なく変更になる場合がございます。 

※イベント期間における上映内容は OPUS の WEB サイトでご確認いただけます。 

URL ：http://www.sonybuilding.jp/eventspace/opus/soundopus2014/ 

 

【プロフィール】 
 
≪藤井フミヤ（イベントナビゲーター）≫ 

1962 年 7 月 11 日、福岡県生まれ。'83 年 チェッカーズ としてデビュー。 

'93 年以降、ソロアーティストとして活動。「TRUE LOVE」や「Another Orion」等ミリオンヒット

を世に送り出す。2013 年にデビュー30 周年＆ソロデビュー20 周年のダブルアニバーサリ

ーを迎えた。今年 2014 年は「TRUE LOVE」でのソロデビュー以降の 20 年に焦点を当てた

アニバーサリーイヤー後半戦へと突入。 

春には自身初となるフルオーケストラコンサートツアー『billboard classics FUMIYA FUJII PREMIUM SYMPHONIC CONCERT 2014』

を開催。9 月にはこのライブの模様を完全収録したライブアルバム『FUMIYA FUJII SYMPHONIC CONCERT 』を発売したばかり。現

在ダブルアニバーサリープロジェクト後半戦を飾る全国ツアー『藤井フミヤ 30th Anniversary Tour vol.2 TRUE LOVE 』を開催中。

12 月 31 日には武道館カウントダウンライブが決定している。 

http://www.fumiyafujii.net/ 

 

 

≪大平貴之 （プラネタリウム製作・監修）≫ 

小学生の頃からプラネタリウムを作り始め、1998 年、個人製作にも関わらず、従来の 100 倍以上の星を映

し出す「MEGASTAR」を国際学会で発表し、話題に。2004 年、「MEGASTAR-II cosmos」がギネスワールド

レコーズに認定された。ネスカフェ・ゴールドブレンドの TVCM にも出演。家庭用に開発した「HOMESTAR」

は 85 万台超を販売。国内外施設への設置やイベントなどでプラネタリウムの可能性を切り開き続けてい

る。 

 

大平さんからのメッセージ：  「昨年開催しご好評いただいた本イベントに、またこのような形でかかわれることを、元ソニーの

人間としてうれしく思っています。私達が先祖代々憧れてきた最も身近な天体である、月への旅。月世界から見た美しい地球の姿。 

これらを交えた幻想世界を、MEGASTAR-II の 1000 万個の星空、そしてソニーのプロジェクターとハイレゾの音のハーモニーで描き

だします。どうぞお楽しみください。」 

 
 

http://www.sonybuilding.jp/eventspace/opus/soundopus2014/
http://www.fumiyafujii.net/


 
 

【連携開催・ソニーショールーム】 

1 階/2 階/4 階「ソニーショールーム」では、ソニーのハイレゾ対応の最新商品、スマートフォン Xperia Z3TM および

Xperia Z3 Tablet Compact と、ウォークマン® 新 A シリーズなどを使用し、サウンド・プラネタリウム 2014 で体験できる

各アーティストの同じ楽曲を、ハイレゾ音源でお楽しみいただけるスペースを設けております。 

 

 

 

【リリース情報】 

■藤井フミヤ 最新 Live Album “FUMIYA FUJII SYMPHONIC CONCERT” 

 好評発売中！＆「mora」でハイレゾ音源配信中！ 

この春、藤井フミヤにとって初となるフルオーケストラコンサートツアー『billboard classics FUMIYA FUJII PREMIUM 

SYMPHONIC CONCERT 2014 』が実現。 

ツアー最終日となった兵庫県立芸術文化センターでの模様を完全収録したライブアルバム『FUMIYA FUJII 

SYMPHONIC CONCERT』が好評発売中！「TRUE LOVE」「Another Orion」はもちろん、アニバーサリーイヤーにふさわ

しい代表曲がラインナップ。藤井フミヤの軌跡を彩る不朽の名曲たちが、指揮・大友直人率いる日本センチュリー交響

楽団による超華麗なオーケストラサウンドでドラマチックに誕生。ライブならではのリアルな息遣い、そして臨場感まで

をも詰め込んだ、藤井フミヤの金字塔とも言える大傑作完成。 

「ｍora」にてハイレゾ音源も配信中！ 

（HP より抜粋しております http://www.fumiyafujii.net/scspecical/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【収録曲】 

1 Overture～Another Orion～ 

2 TRUE LOVE 

3 君が僕を想う夜 

4 Life is Beautiful 

5 地上にない場所 

6 鎮守の里 

7 大切な人へ 

8 夜明けの街 

9 Another Orion 

10 トワイライト 

11 わらの犬 

12 愚か者の詩 

13 なんかいいこと 

14 ALIVE 

15 Go the Distance 

16 - Encore - 夜明けのブレス 

AICL-2740  ¥3,000+税 
 

＜「ｍora」にてハイレゾ音源も配信中＞ 

 

コンテンツ仕様：FLAC 96kHz/24bit 

販売価格：\3,200（税込） 

購入ページ：

http://mora.jp/package/43000001/4547403035896/ 

 

http://www.fumiyafujii.net/scspecical/
http://mora.jp/package/43000001/4547403035896/


-「ハイレゾ音源」とは- 

従来の CD を超える情報量を持つ高音質音源。高解像度（High-Resolution）音源により、楽器や声の生々しさや艶な

どのディティールが表現でき、従来より配信している圧縮音源では伝えきれなかったレコーディング現場の空気感やラ

イブの臨場感を、より感動的に体感していただけます。「mora」ではハイレゾ音源のダウンロードサービスをスタート以

降、ハイレゾ音源アルバムが総合チャートで 1 位を獲得するなど、ハイレゾ音源に対する人気が日々高まっていま

す。 

詳しくは、「mora」 “ハイレゾ音源の楽しみ方” ページ： http://mora.jp/etc/highreso 

 
 
 
-「mora」 に関して-   

音楽ダウンロードサービス「mora ～WALKMAN®公式ミュージックストア～」では、今回のイベントの上演楽曲でもある

藤井フミヤの最新 Live Album “FUMIYA FUJII SYMPHONIC CONCERT”、ユニコーンの「Feel So Moon （映画“宇宙兄

弟＃0”テーマ曲）」、マイケル・ジャクソンの最新アルバム“XSCAPE（エスケイプ）”をハイレゾ音源（96kHz/24bit）で配

信しております。また、L’Arc～en～Ciel のアルバム“SMILE”も 10 月 22 日（水）より配信いたします。 

「mora」 では、「いい音楽をいい音質で聴きたい」というお客様の高音質志向にお応えし、2013 年 10 月 17 日からハイ

レゾ音源の音楽ダウンロードをスタート、現時点でアルバム約 3,200 タイトル（楽曲数は約 50,000 曲）をラインナップし

ております。今後も配信タイトルを続々と追加し、音楽ファンの皆様に今まで以上に選ぶ楽しみや聴く楽しみを提供し

てまいります。 

「mora」ハイレゾページ： http://mora.jp/index_hires?cpid=info 

 

※ WALKMAN®、ウォークマン®、およびそのロゴは、ソニー株式会社の日本国およびその他の国における登録商標または商標です。 

※ 「mora」およびモーラの名称、ロゴは、株式会社レーベルゲートの登録商標です。 

※ その他、本プレスリリースに記載されている会社名および商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。 

 

 
 

 

http://mora.jp/etc/highreso
http://mora.jp/index_hires?cpid=info

